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wie 度 寄附 者 の 皆様 

の 度 は 、 本 県 へ 温か い 御 寄附 を 賜り 誠に あり が と う ご ざ いま し た 。 
お 陰 様 で 、 今 和 元 年 度 は 1,413 件 、73,809,860 円 も の 御 支 援 を いた だ きま し た 。 
皆様 の 「 岩 手 県 を 応援 し た い !」 と いう 気持 ち に 恥じ ぬ よ う 、 お 選び いた だ いた 事業 
に て 大 切 に 使わ せ て いた だ きま し た 。 
さて 、 本 書 で は 寄附 金 を 活用 し て 実施 し た 事業 に つい て 、 寄 附 者 の 皆様 に 分 か り 
や すく お 伝え する た め 、 実 施 状況 と そま と め ま し た の で 、 御 一 読 い た だ けれ ば 幸い で す 。 


岩手 県 で は 、 東 日 本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 大 雨 災 害 か ら の 復興 を 
は じ め 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 な ど 、 皆様 の 応援 に 応え られ る 県 政 を 推進 
し て 参り ます 。 
今後 と も 、 御 支援 の ほど よろ し く お 願 いい た し ます 。 
今 和 2 年 12 月 
岩手 県 
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岩手 県 で は 、 御 寄附 いた だ く 皆 さま に 、 寄 附 金 の 使途 を 具体 的 に イメ ー ジ し て い 
た だ ける よう 、 今 和 元 年 10 月 に 寄附 項目 を リニュ ー ア ル い た し まし た 。 
今回 の 活用 状況 は 、 寄 附 項目 リー ニ ュー アル 後 初め て の お 知ら せ と な り ま す 。 
御 寄 了 府 い た だ いた 皆さま に 、 岩 手 と の 「 つ な が り 」 を 感じ て いた だ く た め 、 活 用 状 
況 の お 知ら せ も 、 よ り 具 体 的 に お 伝え で きる よう 試み まし た 。 

ご 意見 、 ご 感想 な どい た だ け ま し た ら 幸 いで す 。 uu 


また 、 ふ る さと 岩手 応援 寄付 の ほか 、 県 で は 、 
岩手 に 関係 する 方 が 様々 な 形 で つなが る 
facebook ペ ー ジ 「 い わ て の わ 」 に よる 情報 発信 
や 、 地 域 で の 複 業 を マッ チン グ す る 「 遠 恋 複 業 
課 」 な ど 、 様 々 な 取り 組み を 進め て いま す 。 

ご 興味 が あり まし た ら 、 ぜ ひ 以 下 の QR コ ー ド 
か ら ご 覧 いた だ ける と 幸い で す 。 





いわ て が 好き 


そん な あな た と つね ee “ Bags 
岩手 県 公式 Fa ペー ジ sak SM 
ます 。 
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「 い わ て の 学び 希望 基金 」 に 活用 
「 東 日 本 大 岩 災 津波 伝承 館 の 運営 」 に 活用 
「 い わ て 子ども の 森 遊 具 充 実 」 に 活用 
「 子 ども の 居場所 づく り 応 援 」 に 活用 
「 動 物 愛護 ・ 適 正 飼養 の 普及 啓発 」 に 活用 
「 子 ども た ちの 夢 を 応援 ! 県 立 学校 の 環境 充実 」 に 活用 
「 岩 手 県 立 大 学 未来 創造 店 援 プ ロジ ェクト 」 に 活用 
「 グ ロー バル 人 材 の 育成 」 に 活用 
「 三 陸 鉄 道 の 支 援 」 に 活用 
「 災 害 復旧 等 対策 」 に 活用 
「 い わ て 産業 人 材 奨学 金 返 還 支 援 基 金 」 に 活用 
「 伝 統 工 芸 産業 、 漆 産業 、 ア パレ ル 産 業 支援 」 に 活用 
「 い わ て の 世界 遺産 保存 と 活用 」 に 活用 
「 海 洋 ご み 対 策 」 に 活用 
「 海 洋 環 境 整備 事業 」 に 活用 
「 い わ て 社会 綱 献 ・ 復 興 活動 支援 基金 」 に 活用 
「ILC プ ロジ ェクト 」 に 活用 
「 北 上 川 バ レー プロ ジェ クト 」 に 活用 
「 三 陸 防 災 復 興 ゾ グー ンプ ロジ ェクト 」 に 活用 
「 北 いわ て 産業 ・ 社 会 革新 ゾー ンプ ロジ ェクト 」 に 活用 
「 三 陸 沿 岸 振興 」 に 活用 ( 念 和 元 年 10 月 寄附 項目 リニュ ー ア ル 前 の 事業 ) 
(三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 開催 事業 ) 
(東日本 大 震 災 津波 伝承 館 の 整備 事業 ) 
(ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019。 を 契機 と し た 観光 客 受 入れ 等 の 基盤 整備 に 関す る 事業 ) 


野 別 型 寄附 
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1.1 い わ て の 学び 希望 基金 ] に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 610 件 25,388,491 円 


東日本 大 震 災 津 波 に より 被災 し た 子ども た ち が 、 自 ら の 希望 に 治っ た 学校 を 卒業 し 、 社 会 人 と し て 独り 立 
ち す る まで 、 息 の 長い 支援 を 行う こと を 目的 と し て お り 、 い た だ いた 御 寄附 は 次 の よう な 修学 の 支援 、 教 育 
の 充実 を 図る た め の 事 業 に 活用 し まし た 。 


CO 奨学 金 給付 事業 

震 災 に より 親 を 失っ た 児童 ・ 生 徒 等 に 対し て 奨学 金 を 給付 し 、「 暮 らし 」 と 「 学 び 」 の 支援 を 行い まし た 。 
〇 教科 書 購入 費 等 給付 事業 

被災 し た 高校 生 に 対し 、 入 学 一 時 金 や 教科 書 購入 費 、 修 学 旅行 費 、 高 校 等 入学 一 時 金 な ど を 支援 し まし た 。 
〇 被災 地 生徒 運動 部 活動 支援 事業 

運動 部 活動 に お いて 、 被 災 し た 中 学生 、 高 校生 が これ まで と 変わ ら ず 県 内 外 の 大 会 に 参加 する た め に 必要 
な 交通 費 等 を 支援 し まし た 。 

AI 

文化 活動 に お いて 、 被 災 し た 小 ・ 中 学生 、 高 校生 が これ まで と 変わ ら ず 県 内 外 の 大 会 や セミ ナー に 参加 す 
る た め に 必要 な 交通 費 等 を 支援 し まし た 。 
〇 被災 地 通 学 支援 事業 費 補助 

彼 炎 し た 生徒 等 に 対す る 退学 の 支援 を 図る た め 、 EMMA SO いま し た 。 





























_ ee ee er 
担当 : 復興 局 復興 推進 課 管 理 担当 電話 : 019-629-6922 


on | 東日本 大 岩 災 波 伝承 館 の 運営 」 に 活用 


令 和 元 年 度 受 入 実績 29 件 2,058,807 円 


東日本 大 震 災 津波 伝承 館 で は 「 命 を 守り 、 海 と 大 地 と 共に 生き る ] を 展示 テー マ に 、 三 陸 の 津波 災害 の 礎 
史 や 、 東 日 本 大 震 炎 津波 に 関わ る 様々 な 展示 に よ り 、 東 日 本 大 震 災 津 波 の 悲し み を 二度と くり 返さ な いた め 
に 、 震 災 の 事実 と 教訓 を 世界 及び 次 世代 に 伝承 し ます 。 い た だ いた 御 寄附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 





〇 企画 展示 の 開催 〇 岩 災 伝承 に 関す る イベ ント の 開催 

発 災 か ら 復 興 に 至る まで の 状況 や 、 防 災 ・ 減 災 語り 部 ・ ガ イド を 招い て の 講話 、 震 災 伝 承 に 関 
に 関す る 情報 な ど 常 設 展 示 の 内 容 を 補う 企画 展示 する 講座 、 ワ ー ク ショ ッ プ 等 の イベ ント を 開催 し 、 
を 開催 し 、 来 館 者 に 「 学 び の 場 」 を 提供 し ます 。 東日本 大 震 災 津波 の 記憶 の 風化 を 防ぎ ます 。 





担当 : 東日本 大 岩 災 津 波 伝承 館 電話 : 0192-47-4455 


3.「 い わ て 子ども の 森 遊 具 充 実 」 に 活用 





令 和 元 年 度 受 入 実績 4 件 140,000 円 


いわ て 子ども の 森 は 、 自 然 の 中 で の び の びと 自由 に 遊び や ふれ あい 体験 が で きる 全 県 的 な 子ども の 健全 育 
成 の 拠点 と し て 、 平 成 15 年 5 月 5 日 に 開館 し た 大 型 児童 館 で 、 令 和 元 年 度 は 延べ 201.100 人 の 方 が 利用 され 
て いま す 。 い た だ いた 御 寄附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 














〇 人 遊具 等 の 修繕 〇 図書 の 購入 
老朽 化し た 設備 の 修繕 を 行い 、 安 心して 利用 新た な 図書 を 購入 し 、 絵 本 の 部 屋 の 充実 を 図る 
で きる 環境 を 整備 する こと が で きま し た 。 So で ee 





お し ご と トレ イン 絵本 の 部 屋 ヨ ム ヨ ム 


担当 : 保健 福祉 部 子ども 子育て 支援 室 子 ども 家庭 担当 電話 : 019-629-5457 


4. | 子ども の 居場所 づく り 応 援 」 に 活用 





令 和 元 年 度 受 入 実績 18 件 814,000 円 
が 一 人 で も 安心 し て 過ごす こと が で き 、 食 事 や 交流 、 活 動 を 通じ て 様々 な こと を 学ぶ こと が で きる 
堂 な どの 「 子 ども の 居場所 」 の 立ち 上 げ を 支援 し て お り 、 い た だ いた 御 寄 附 は 次 の よう な 事業 に 活 


O 


子ども 
子ども 食 
用 し まし 
O 子 ども の 居場所 づく り 推 進 事 業 費 補助 
子ども 食堂 な どの 「 子 ども の 居場所 」 の 新規 開設 や 機能 強化 を 行う 団体 等 に 対し 、 設 備 改修 や 調理 器具 の 
購入 な どの 経費 を 、 市 町 村 と 連携 し て 支援 し まし た 。 
・ 新規 開設 
令 和 元 年 度 実績 : 3 市 町 村 (4 団体 等 ) 
・ 機能 強化 (食事 の 提供 に 加え 、 新 た に 学習 支援 等 を 行う 場合 な ど ) 
令 和 元 年 度 実績 : 1 市 町 村 (1 団体 等 ) 
※ 団体 等 へ の 補助 上 限 額 新規 開設 50 万 円 、 機 能 強 化 30 万 円 











〇 食事 の 提供 O 〇 学習 支援 等 
食 を 通じ た 見 守り や 交流 を 行っ て いま す 。 食事 の 提供 に 加え て 、 学 習 支 援 や 体験 活動 等 を 
AT LYSE TI 








担当 : 保健 福祉 部 子ども 子育て 支援 室 次 世代 育成 担当 電話 : 019-629-5461 


5. | 動物 愛護 ・ 適 正 飼養 の 普及 啓発 」 に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 52 件 s95,000 円 


動物 愛護 シン ポジ ウム や 動物 愛護 関連 行事 を 開催 し 、 動 物 愛護 思想 の 普及 啓発 に 取り 組む と と も に 、 動 物 
愛護 団体 等 と 連携 し た 譲渡 会 の 開催 な ど 、 積 極 的 な 譲渡 の 取組 や 負傷 し た 動物 の 治療 に 活用 し まし た 。 


LU eee O 動 物 愛護 団体 等 と 連携 し た 譲渡 会 

動物 愛護 思想 や 適正 飼養 の 関心 と 理解 を 深め 、 保健 所 に 引き 取ら れ た り 、 飼 い 主 に 返還 され な 
より 多く の 県 民 に 対す る 普及 啓発 を 行う た め シ ン か っ た 動物 の 譲渡 会 を 動物 愛護 団体 等 と 連携 し 定 
ポジ ウム を 開催 し まし た 。 動 物 を 通じ て 命 の 大 切 期 的 に 開催 し て いま す 。 新 し い 飼 い 主 の 方 へ の 譲 
oO0 こ こく 2 iS 渡 に より 、 殺 処分 の 減少 に つなが っ て いま す 。 
い 





シン ポジ ウム の 様子 





担当 : 環境 生活 部 県 民 く らし の 安全 課 食 の 安全 安心 担当 電話 019-629-5323 


6. | 子ども た ちの 夢 を 応援 ! 県 立 学校 の 環境 充実 」 に 活用 





令 和 元 年 度 受 入 実績 15 件 1,570,738 
岩手 の 未来 を 担う 子ども た ち が 自 身 の 夢 や 希望 に 向かっ て 勉強 や 部 活動 に 取り 組む た め 、 県 立 学校 の 生徒 
が 授業 で 使用 する 設備 や 部 活動 で 使用 する 備品 の 整備 な ど 、 教 育 環境 の 充実 を 図る 事業 を 行っ て お り 、 い た 
だ いた 御 寄 附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


〇 産業 教育 設備 整備 費 _- 〇 部 活動 設備 整備 費 

高等 学校 の 産業 教育 に 必要 な 実験 実習 設備 等 を 部 活動 に 必要 な 設備 を 整備 し 、 ス ポー ツ ・ 文 化 ・ 
整備 し 、 農 業 ・ 工 業 ・ 商 業 ・ 水 産業 その 他 の 産業 科学 ・ 芸 術 等 の 楽し さや 喜び を 味わい 、 豊 か な 学校 
の 即 戦力 と な る 人 材 育成 に つなが っ て いま す 。 生活 を 自ら 創造 する 活動 の 場 に な つて いま す 。 





担当 : 教育 企画 室 施設 整備 管財 担当 電話 : 019-629-6152 


7. 「 岩 手 県 立 大 学 未来 創造 応援 プロ ジェ クト | に 活用 


令 和 元 年 度 受 入 実績 4 件 112,000 円 


岩手 県 立 大 学 で は 、 地 域 に 根差し た 高等 教育 機関 と し て の 役割 を 充実 ・ 強 化し 、 地 域 に 貢献 する 取組 を 実 
践 し て お り 、 各 市 町 村 に お ける 地方 創 生 の 取組 を は じ め 地域 の 課題 解決 や 産業 振興 に 向け た 取組 な ど 、 岩 手 
県 立 大 学 が 県 民 の シン クタ ンク と し て 地域 の 未来 創造 に 貢献 する 取組 を 推進 する た め の 事 業 に 活用 し まし た 。 


〇 市 町 村 地 方 創 生 支援 事業 

市 町 村 の 地方 創 生 を 支援 する た め 、 市 町 村 に 対す る 助言 ・ 指 導 及 び 市 町 村 職 員 の 課題 解決 能力 の 向上 を 
図る 事業 を 岩手 県 立 大 学 に 委託 し て 実施 し まし た 。 市 町 村 の 地方 劉生 の 取組 に つなが っ て いま す 

〇 岩手 県 立 大 学 雇用 創出 研究 推進 事業 

岩手 県 立 大 学 に 委託 し て 、 岩 手 県 立 大 学 が 有する |1 CT 等 に 関す る 知見 等 を 活用 し た 共同 研究 を 実施 し ま 


Lik, 企業 等 で の 実用 化 に 向け た 研究 開発 の 加速 や 企業 間 や 産学 官 の 連携 の 促進 に より 、 地 域 産業 の 活性 化 
や 、 雇 用 の 創出 に つなが っ て いま す 。 





























平成 31 年 度 第 1 回 


MABE RARRS 





地方 創 生 情 報 交換 会 を 開催 し 、 市 町 村 職 員 等 に 支援 内 容 や 県 内 の 取組 等 を 説明 し て いる 様子 
担当 : ふる さと 振興 部 学事 振興 課 学事 企画 担当 電話 : 019-629-5045 


8. 1 グローバ ル 人 材 の 育成 」 に 活用 


令 和 元 年 度 受入 実績 2 件 100,000 円 


高校 生 の 海外 派遣 や 大 学生 の 海外 留学 を 支援 し 、 広 い 視 野 を 持っ て 岩手 と 世界 を つなぐ 人 材 や 国際 的 視野 

を 持っ て 地域 で 活躍 する 人 材 の 育成 を 進め る た め の 事 業 を 行っ て お り 、 い た だ いた 御 寄 附 は 次 の よう な 事業 

に 活用 し まし た 。 

〇 いわ て グロ ー カ ル 人 材 育成 推進 費 

学生 の 国際 的 視野 を 養う た め 、 産 官学 が 一 体 と な っ た 「 い わ て グロ ー カ ル 人 材 育成 推進 協議 会 」 で 実施 す 

る 学生 の 海外 留学 等 を 支援 し まし た 。 

〇 世界 と 岩手 を つなぐ 地域 の 国際 人 材 育成 推進 事業 費 

地域 の 国際 人 材 を 育成 する た め 、 世 界 と 岩手 を つなぎ 、 本 県 の 発展 に 貢献 し た いと いう 強い 意欲 を 持つ 本 
交 生 の 北米 へ の 海外 派遣 を 支援 し まし た 。 

南 省 友好 交流 推進 事業 費 


Con aaa 基づき 、 お 互い の 多様 な 文化 へ の 理解 を 深め る た め 、 相 互 派遣 交流 を 支援 
し 
























































ご Of 
Ee =a 





諸派 遣 風景 
4 担当 : ふる さと 振興 部 国際 室 電話 : 019-629-5765 





9. 1 三陸 鉄道 の 支援 ]」 に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 422 件 18.619,433 円 


三陸 鉄道 は 、 令 和 元 年 10 月 の 台風 19 号 の 災害 の 影響 に より 甚大 な 被害 を 受け まし た が 、 令 和 2 年 3 月 20 日 に 
全線 運行 再開 し まし た 。 頂 いた 御 寄附 は 三陸 鉄道 の 復旧 支援 や 利用 促進 等 の た め の 事 業 に 活用 し まし た 。 


〇 ファ ン 拡 大 事業 〇 三陸 鉄道 リア ス 線 全線 運行 再開 記念 事業 

台風 被害 か ら の 復旧 に 取り 組む 三陸 鉄道 の 姿 を 台風 被害 か ら 全 線 で 運行 を 再開 し た 記念 の 出発 
全国 に PR し 、 応 援 機運 を 盛り 上 げ る こと を 目的 式 や 列車 の 運行 を 支援 し 、 三 陸 鉄 道 の 運行 再 開 を 
と し た 情報 発信 事業 を 実施 し まし た 。 KU El 







何 度 で も 走り 出せ る 


: 際 鉄道 リア ス 線 、 全線 運行 再開 。 Se 


作成 し た ボス ター 


担当 : ふる さと 振興 部 交通 政策 室 地 域 交 通 担 当 電話 : 019-629-5206 


10. 1 災害 復旧 等 対策 ] に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 127 件 10,635,975 円 


令 和 元 年 台風 第 19 号 災害 か ら の 復旧 ・ 復 興 に 向け た 取組 、 


東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 災害 ・ 
る 災害 復旧 等 に 向け た 取組 を 行っ て お り 、 い た だ いた 御 寄 附 は 次 の 


近年 、 激 甚 化 、 頻 発 化す る 豪雨 な ど に よ 
よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


; A 〇 道路 維持 修繕 (県 土 整 備 部 ) 
〇 産業 再生 推進 費 (復興 局 ) = = : , 


MURR UBESMO SED RTE COs DEED AERIERE = RIES 
RE i se ee ee eee ee | 
全体 の 産業 の 振興 を 図る 取組 を 実施 し まし た 。 












































担当 : 復興 局 ま ち づ く り ・ 産 業 再 生 課 電話 : 019-629-6931 
県 土 整備 部 道路 環境 課 電話 : 019-629-5871 


11. [Ut C BS AM ES SiR RES | に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 14 件 945,000 
県 内 も の づく り 企 業 等 の 技術 力 ・ 開 発 力 の 向上 等 を 担う 産業 人 材 を 確保 し 、 地 域 産業 の 高度 化 と 持続 的 な 


発展 を 推進 し て いく た め 、 学 生 が 大 学 な ど を 卒業 後 、 ま た は 既 卒 者 が り ・| タ ー ン を 希望 し 、 県 内 企業 に 一 定 
期間 就業 し た 場合 に 、 奨 学 金 の 返還 支援 を 行っ て お り 、 い た だ いた 御 寄 附 を 助成 金 と し て 活用 し まし た 。 


O ( 独 法 ) 日 本 学生 支援 機構 の 第 一 種 及 び 第 二 種 〇 支援 対象 者 の ご 負担 を 少し で も 軽減 する た め 


奨学 金 の 貸与 を 受け て いる 支援 対象 者 に 対し 、 就業 1 年 目 か ら 毎月 の 奨学 金 返 還 額 と 同額 を 助成 
ee ee eo Le? Lie. 
% し し 門 。 





EN 





担当 : も の づく り 自 動車 産業 振興 室 電話 : 019-629-5551 


12. | 伝統 工芸 産業 、 漆 産業 、 ア パレ ル 産 業 支援 」 に 活用 
令 和 元 年 度 受入 実績 5 件 300,000 円 


0 の 生生 に まま め 、 首 都 園 等 に お ける 販売 機会 の 創出 、 人 材 育成 に つい 
て 、 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


〇 漆 関連 産業 イィ インターンシップ の 実施 

漆 関連 産業 の 人 材 確 保 の た め 、 大 学 や 専門 学校 生 を 対象 に 漆 揺 き や 木 地 職 人 、 塗師 な どの 仕事 を 体験 する 
イン ター ンシップ を 実施 し まし た 。 

O 〇 漆 文 化 の 普及 イベ ント の 実施 

県 産 漆 の 魅力 を 伝え る こと を 目的 に 、 漆 の 生産 方 法 や 製品 の 魅力 、 文 化 的 背景 の 理解 を 深め て も ら う イベ 
ント や プロ モー ショ ン を 実施 し まし た 。 

OBA CORBMTAO Rip 

BEAR OMBLADKS, GRACORBORTAMEAEEMRLELE, 














イン ター ンシップ の 様子 普及 イベ ント の 様子 展示 販売 会 の 様子 
担当 : 商工 労働 観光 部 産業 経済 交流 課 地 域 産業 担当 電話 : 019-629-5537 
6 


13. 1 いわ て の 世界 遺産 保存 と 活用 ] に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 4 件 140,000 円 


岩手 県 内 に は 、「 平 泉 ] と 「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 鉄鉱 山 )] の 2 つの 世界 遺産 が あり ます 。 こ れ 
ら を 人 類 共通 の 宝 と し て 未来 に 継承 し て いく こと を 目的 に 、 世 界 遺 産 を 通じ た 教育 活動 や 世界 遺産 の 保存 管 
理 の 取組 を 推進 する 事業 を 行っ て お り 、 い た だ いた 御 寄附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


〇 世界 遺産 出前 授業 〇 世界 遺産 PP ブー ス の 出展 (KOUGEI EXPO IN IWATE) 

地域 の 歴史 文化 に 理解 と 愛着 を 持っ た 人 材 を 育 県 内 の 世界 遺産 及び 世界 遺産 候補 の 理解 を 深め て 
成 し 、 世界 遺産 を 人 類 共通 の 宝 と し て 未来 に 継承 も ら う た め 、 世 界 遺 産 の 価値 等 を わか りや すく 伝え 
し て いく た め 、 県 内 の 児童 ・ 生 徒 に 対し 、 世 界 遺 る パネ ル 展 示 や 、 ク イズ ラリ ー を 実施 し まし た 。 
産 の 価値 を 伝え る 出前 授業 を 行い まし た 。 





担当 : 文化 スポ ー ツ 部 文化 振興 課 世 界 遺産 担当 電話 : 019-629-6486 


に 活用 








y= No 


YEE} 





14. 1 海洋 ご み 対 策 」 


令 和 元 年 度 受入 実績 11 件 s50,00o 円 
近年 、 海 洋 に 流出 する プラ スチ ッ ク ご みな ど に よる 地球 規模 で の 環境 汚染 が 懸念 され て いる こと か ら 


み を 海 に 流出 させ な いた め の 取 組 や 海岸 漂着 物 の 回 収 ・ 処 理 な どの 取組 を 行っ て お り 、 い た だ いた 御 寄附 は 
次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


> 
くっ ご 


〇 岩手 県 海岸 漂着 物 対策 推進 地域 計画 の 策定 
有識者 や 民間 団体 、 行 政 機関 な どか ら ご 意見 を いた だ き 、 海 洋 ご み 対 策 を 進め る た め の 計 画 を 策定 し まし 
O 海 岸 漂 着物 の 円 滑 な 処理 

海岸 に 漂着 し た ご み の 回 収 ・ 処 理 を 行い ま し た 。 
O 海 岸 漂着 物 等 の 効果 的 な 発生 抑制 

海 に 流出 する プラ スチ ッ ク ご み を 減ら す た め 、 使 い 捨 て プラ スチ ッ ク 利 用 を 見 直す 呼び か け や 、 河 川 の 清 
掃 活動 を 行う 団体 へ の 表彰 な ど を 行い まし た 。 
〇 環境 学習 ・ 普 及 啓 発 

多く の 方 に 海洋 ご み 問 是 員 を 知っ て 取り 組ん で いた だ く た め 、 呼 び か け や 環 境 学習 な ど を 行い まし た 。 





























レジ 袋 は いり ませ ん 


Refuse plastic bag 





CR i : 
関係 団体 と の 意見 交換 を 通じ て 計画 を 策定 プラ ご み 削 減 の 呼び か け 啓発 パン フレ ッ ト 
担当 : 環境 生活 部 資源 循環 推進 課 資源 循環 担当 電話 : 019-629-5367 
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15. | 海岸 環境 整備 事業 | に 活用 





令 和 元 年 度 受 入 実 績 2 件 100,000 円 


東日本 大 震 災 津波 や 地盤 沈下 に より 砂浜 が 消失 し た 根 浜 海岸 に お いて 、 平 成 30 年 度 か ら 砂 浜 再生 事業 に よ 
る 養 浜 工事 を 行っ て いま す 。 令 和 元 年 7 月 に は 工事 の 一 部 が 完了 し 、 砂 浜 の 一 般 開 放 に 向け て 、 い た だ いた 
御 寄附 を 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


〇 海岸 調査 費 

砂浜 の 一 般 開放 に 向け た モニ タリ ング 等 を 行い まし た 。 

令 和 元 年 7 月 に は 、 根 浜 海岸 で は 震 災 後 初め て と な る 海 開き や イベ ント 等 が 行わ れ 、 砂 浜 を 利用 する 多く 
の 方 々 で 賑わい まし た 。 





多く の 海水 浴 客 で 
賑わう 様子 


(R1.8) 





担当 : 県 土 整備 部 河川 課 電話 : 019-629-5907 


16. 1 いわて 社会 真 献 ・ 復 興 活動 支援 基金 ] に 活用 


令 和 元 年 度 受 入 実績 10 件 288,574 円 


復興 支援 活動 及び 地域 課題 解決 に 取り 組む N P 0 等 へ の 支援 と し て 、NP 0 等 の 運営 基盤 を 強化 する こと 
を 目的 と し た 事業 の 経費 と し て 活用 し て お り 、 い た だ いた 御 寄附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 





〇 事業 型 N PO 育成 事業 ONP 0 等 基盤 強化 事業 

復興 支援 な ど を 活動 目的 と する N P 0 等 が 目的 岩手 県 内 で 他 団 体 と 協 働 し て 実施 する NPC 等 
達成 まで 安定 的 な 運営 が で きる よう 、 認 定 NPO の 事業 に 対し 補助 金 を 支給 し た ほか 、 さ ら に 復興 
法人 制度 の 紹介 や 、 資 金 調達 や 事業 計画 の 見 直し 支援 活動 や 協 働 の 取組 を 推進 する た め NPO と 企 
に つい て 各種 研修 を 行い まし た 。 業 の 交流 会 を 行い まし た 。 


=! 
<em> 
- 


ン > 





担当 : 環境 生活 部 若者 女性 協 働 推進 室 電話 : 019-629-5199 
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ital EPI eR Oy 2 ee 7 pall ee ays =e 





令 和 元 年 度 受入 実績 8 件 428,243 


国際 協力 で 建設 され る 世界 最 先端 の 研究 施設 「 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) | の 実現 に 向け て 、 国 内 
A~ OWA EP DORN SHANE, MERMERRO MRL 建 設 人 補 地 と し て 横 李 的 な 活動 
を 展開 する た め 、 い た だ いた 御 寄附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし 


O 〇 加速器 関連 産業 の 振興 O 国 内 外 に 向け た 情報 発信 - 
専門 家 に よる 技術 指導 や 技術 セミ ナー 開催 等 に 仙台 市 で 開催 され た リニア コラ イダ ー 国 際 会 議 
り 、 県 内 企業 の 技術 力 向 上 や 加速 器 関連 産業 へ (LCWS2019) に 岩手 県 ブー ス を 出展 し 、 海 外 研究 

の 参入 の 促進 に 取り 組み まし た 。 者 等 に 岩手 県 の 取組 を PR する な ど 、1LC の 普 


及 啓 発 に 取り 組み まし た 。 
Pe 





担当 : 1LC 推 進 局 事業 推進 課 電話 : 019-629-5203 


Bee =a ole eee 


令 和 元 年 度 受入 実績 4 件 150,000 


北上 川 流域 に お いて 、 自 動車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 と し た 産業 集積 が 進み 、 新 た な 雇用 の 創出 が 見 込ま 
れる こと を 生か し 、 働 き や す く 、 暮 らし や すい 、21 世 紀 に ふさ わし い 新 し い 時 代 を 切り 拓く 先行 モデ ル と な 
る ゾー ン の 創造 を 目指 す た め の 事業 を 行っ て お り 、 い た だ いた 御 寄 附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


〇 働き や すく 、 暮 らし や すい エリ ア の 実現 に 向け た 取組 の 推進 

Al や | o 丁 な ど 、 産 業 分 野 ・ =a ati teed ok occa 技術 の 導入 等 を 通じ た 、 働 き や す く 、 暮 らし 
や すい エリ ア の 実現 に 向け 、 専 門 家 に よる 現地 調査 や セミ ナー を 開催 し まし た 。 
〇 O 北 上川 バレ ー プ ロジ ェクト シン ポジ ウム 等 の 開催 

北上 川 バ レー の 魅力 や ポテ ン シ ャ ル を 広く 発信 する シン ポジ ウム や 、 企 業 ・ 団 体 が 強み を 生か し な が ら 連 
携 す る こと で 、 効果 的 に 課題 解決 を 図っ て いく 方 策 を 検討 する ワー クシ ョ ッ プ を 開催 し まし た 。 

















YURI I LORE 


担当 : ふる さと 振興 部 地域 振興 室 地域 振興 担当 電話 : 019-629-5184 


19. [三陸 防災 復興 ゾー ンプ ロジ ェクト 」 に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 1 件 10,000 円 


Se ene eee cn eee eke Cane 
を 発信 し 国内 外 と の 交流 を 活発 化す る こと に よ 岩手 県 と 国内 外 を つなぐ 海 側 の 結節 点 と し て 持続 的 に 発 
展 す る ゾー ン の 創造 を 目指 す た め の 事業 を 行っ て お り 、 いた だ いた 御 寄 附 は 次 の よう な 事業 に 活用 し まし た 。 





三陸 防災 復興 ゾー ンプ ロジ ェクト の 推進 

三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 成果 を 継承 し 、 継続 し た 三陸 振興 を 図る た め 、 沿 岸 地域 の 副 首 長 な ど 
を 構成 員 と する 「 三 陸 振 興 協 議 = | を 設立 oe 今後 の 三 陸 振 興 の 在 り 方 に つい て 議論 し ま し た 。 
〇 三陸 地域 の 総合 振興 体制 の 核 と な る 組織 の 準備 

三陸 地域 の 核 と な る 新た な 組織 の 立ち 上 げに 向け 、 先 進 地 視 察 の 実施 や 専門 家 か ら の ヒア リン グ な ど を 行 
いま し た 。 





三陸 振興 議会 





担当 : ふる さと 振興 部 県 北 ・ 沿 岸 振興 室 沿 岸 振興 担当 電話 : 019-629-6222 


20.「 北 いわ て 産業 ・ 社 会 革新 ソー ンプ ロジ ェクト | に 活用 
令 和 元 年 度 受入 実績 1 件 40,00o 円 


県 北 圏 域 を は じ め と する 北 い わ て の 持つ ポテ ン シ ャ ル を 最大 限 に 発揮 させ る 地域 振興 を 図る と と も に 、 人 
口 減少 と 高齢 化 、 環 境 問題 に 対応 する 社会 づく り を 一 体 的 に 推進 する こと で 、 あ ら ゆ る 世代 が いき いき と 暮 
らし 、 持 続 的 に 発展 する 先進 的 な ゾー ン の 創造 を 目指 す た め の 事業 を 行っ て お り 、 い た だ いた 御 寄附 は 次 の 
よう な 事業 に 活用 し まし た 。 


O 北 いわ て 未来 戦略 推進 連絡 会 議 の 開催 

市 町 村 と 県 等 で 構成 する 「 北 いわ て 未来 戦略 推進 連絡 会 議 」 を 設立 し 、 地 域 課 題 や ゾー ンプ ロジ ェクト の 
取組 状況 を 共有 する と と も に 、 広 域 連 携 に よる 施策 の 形成 ・ 展 開 に 必要 な 対応 を 検討 し まし た 。 
O 北 いわ て 産業 ・ 社 会 革新 部 門 の 設置 

令 和 元 年 4 月 に 県 と 岩手 県 立 大 学 と の 間 で 締結 し た 「 北 いわ て の 地域 課題 の 解決 及び 産業 振興 に 向け た 連 
dak ae 大 学内 に 「 北 いわ て 産業 ・ 社 会 革新 部 門 」 を 共同 で 設置 し 、 地 域 連携 コー ディ ネー 
ター を 配置 する と と も に 、 シ ン ポ ジウ ム の 開催 や 、 地 域 資 源 に 関す る 調査 な ど を 行い まし た 。 


























担当 : ふる さと 振興 部 県 北 ・ 沿 岸 振興 室 県 北 振興 担当 電話 019-629-5211 
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復興 に 取り 組む 姿 を 発信 し 、 東 日 本 大 岩 災 
伝え 、 国 内 外 の 防災 力 向 上 に 真 献 す る こと を 
陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019| を 開催 し 、 
〇 ホタテ モザ イク アー ト [HV NED Bi 〇 三陸 防災 復興 シン ポジ ウム 2019 ( 全 4 回 ) 

釜石 市 内 の 小 中 学 生 で 構成 する 「 か まい し 絆 会 釜石 市 、 久 慈 市 、 大 船渡 市 、 宮 古市 の 全 4 会 場 で 

議 」 の 子供 達 が デザ イン ・ 制 作 し た 三陸 産 ホ タテ それ ぞ れ テー マ を 設定 し 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 記憶 

の 貝殻 モザ イク アー ト を 、 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジ と 教訓 を 伝え 、 日 本 国内 は も と より 、 世 界 の 防災 力 
アム に 設置 し 、 国 内 外 か ら の 復興 支援 に 関す る 感 向上 に 貢献 する た め の シ ン ポ ジウ ム を 開催 し まし た 。 
謝 の メッ セー ジ を 発信 し まし た 。 








= 


シン ポジ ウム EBB) ORF 





担当 : ふる さと 振興 部 県 北 ・ 沿 岸 振興 室 沿岸 振興 担当 電話 : 019-629--6222 


2 | 三陸 治 居 振興 a | に 活用 





令 和 元 年 度 受入 実績 4 件 414,000 円 


東日本 大 震 災 津 波 の 悲し み を 二度と くり 返さ な いた め に 、 震 災 の 事実 と 教訓 を 世界 及び 次 世代 に 伝承 する 
た め の 施 設 「 東 日 本 大 震 災 津 波 伝承 館 ] は 、 令 和 元 年 9 月 22 日 に 陸前 高田 市 に 開館 し まし た 。 い た だ いた 御 
寄附 は 東日本 大 震 災 津波 伝承 館 の 整備 事業 に 活用 し まし た 。 


〇 多く の 方 々 に ご 来館 いた だ いて いま す 。 〇 震 災 の 事実 と 教 証 を 伝え て いき ます 。 
東日本 大 岩 災 津波 伝承 館 は 、 開 館 以 降 、 多 く の この HE 次 世代 を 担う 児 

方 々 に ご 来館 いた だ き 、 令 和 2 年 10 月 末 時 点 で 24 ・ 生 徒 が 震 災 津波 に つい て 正しく 学び 、 防 災 意 
万 人 を 超え る 来館 者 の 皆 『 様 を お 迎え し まし た 。 識 を 高め る 「 学 び の 場 」 と し て 、 復興 教育 に 取り 


組み ます 。 





担当 : 東日本 大 震 災 津 波 伝承 館 電話 : 0192-47-4455 


トー 
トー 


21. | 三陸 沿岸 振興 | に 活用 





(ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 を 契機 と し た 観光 客 受 け 入 れ 等 の 基盤 整備 に 関す る 事業 ) 
令 和 元 年 度 受 入 実績 3 件 231,371 円 


ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 岩 手 ・ 釜 石 開催 で は 、 東 日 本 大 震 災 津 波 の 際 に 世界 中 か ら 頂 いた 支援 へ の 感 : 
謝 の 思い と 、 復 興 に 力強く 取り 組む 姿 を 国内 外 に 発信 する と と も に 、 観 戦 客 の 受入 れ 等 様々 な 取組 を 実施 し 


た と ころ で あり 、 い た だ いた 御 寄附 は 、 主 に 、 次 の よう な 取組 に 活用 し まし た 。 。 


〇 大 会 公式 ファ ン ゾ ー ン の 開催 

大 会 期間 中 に 、 全 国 最長 と な る 28 日 間 に わ た り 「 フ ァ ン ゾー ン in 岩 手 ・ 人 和 釜石 」 を 開催 し まし た 。 ファ ン 
ゾー ン で は 、 復興 情報 の 発信 を は じ め 、 各 試合 の パブ リッ クビ ュー イン グ や ステ ー ジ イベ ント の 実施 等 に よ 
り 来場 者 へ の お も て な し を 行い まし た 。 

〇 都市 装飾 (シセ シテ ィ ド レッ シン グ ) の 実施 

岩手 ・ 釜石 独自 で 制作 し た の ぼり や 横断 幕 を 県 内 各地 に 掲出 し た ほか 、 写 真 撮影 スポ ッ ト と し 
場 付近 に ラグ ビー ボー ル の 形状 を し た 巨大 な オブ ジェ を 設置 する な ど 、 大 会 の 盛り 上 げ を 図り ま 
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担当 : 文化 スポ ー ツ 部 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 推 進 室 総務 担当 BE : 019-629-6796 


I SPAS SARC 


を 実現 し 、 地 域 の 魅力 を 高め る ほか 、 地 域 コ 
ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 支援 、 公 共 交 通 の 利用 促進 、 
豊か な 環境 の 保全 ・ 形 成 な ど 魅 力 あ る まち づく 





令 和 元 年 度 受 入 実績 7 件 467,579 円 





若者 ・ 女 性 の 活躍 支援 に 活 
若者 た ち が 躍 動 す る 地域 、 女 性 が 
性 と 能力 を 十分 に 発揮 で きる 社会 の 
成 を 進め る た め 、 若 者 の 主体 的 な 活動 
や ネッ トワ ー ク づく り の 支援 の ほか 、 


魅力 ある ふる さと づく り に 活用 
] 常 生活 の 利便 性 の 向上 に より 暮らし や すさ 
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り を 進め る た め 、 活 力 ある 小 集 落 の 構築 に 向け いわ て 女性 活躍 企業 等 認定 制度 の 普及 


た 取り 組み 等 に 活用 し まし た 。 

























































































文化 芸術 ・ ス ポー ツ 振興 に 活用 な ど 、 女 性 が 活躍 で きる 環境 づく り を 


進め る 取り 組み 等 に 活用 し まし た 。 
地域 の 伝統 文化 を は じ め と する 文化 芸術 
や スポ ー ツ の 振興 を 図り 、 心 豊か で いき い 

















































































































































































































































































































き と 暮 ら せ る 地域 を つく る た め 、 地 域 の 文 © 

化 芸術 活動 を 支援 する 事業 や 、 東 京 2020 オ 4 4 

リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 に 多 ト 

く の 県 民 が 参加 で きる よう 取り 組む 事業 に Fite 2a 

も 活用 し まし た 。 | 

“ap, - = 
保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 充実 に 活用 、 oh 
笑 療 、 福 祉 ・ 介 護 を 充実 し て いく と と も に 、 健 康 ふる さと の 未来 を 担う 人 づく り に 活用 
と 長生 き の た め の 取 り 組み を 推進 し 、 若 者 か ら お 年 豊か な ふる さと の 将来 を 担う 人 づく り の 推進 
寄り まで 全て の 人 々 が 安心 し て 暮らせ る 地域 を つく や 教育 の 振興 を 図り 、 地 域 の 活性 化 を 実現 する 
る た め 、 医 師 の 確保 を 図る た め の 取り 組み や 、 が ん た め 、 県 内 も の づく り 産 業 の ほか 、 本 県 の 特色 
対策 を 推進 する た め の 取 り 組 み に 活 用 し まし た 。 ある 産業 ・ 文 化 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 に 向 
12 けた 取り 組み 等 に 活用 し まし た 。 
































興部 地域 振興 室 地域 振興 担当 
〒020-8570 岩手 県 盛岡 市 内 丸 10 一 | 
電話 :019-629-5184 FAX:019-629-5254 
岩手 県 ホー ムペ ー ジ 「 ふ る さと 岩手 応援 寄付 の お 知ら せ 」 





